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新
潟
市
の
万
代
市
民
会
館

で
開
か
れ
た
総
会
に
は
約
四

十
人
が
出
席
。
第
三
期
講
師

で
映
画
編
集
技
師
の
鵜
飼
邦

彦
氏
も
東
京
か
ら
駆
け
付
け

て
く
れ
た
。

　
山
形
で
映
画
ロ
ケ
の
仕
事

の
た
め
到
着
が
遅
れ
た
矢
部

に
代
わ
り
、
設
立
準
備
委
員

会
の
星
龍
雄
が
「
映
画
『
白

痴
』
が
終
わ
っ
た
か
ら
映
画

塾
も
解
体
で
は
意
味
が
な

い
。
せ
っ
か
く
映
画
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
意
欲
、
つ
く
れ

る
場
、
機
材
、
人
の
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
た
の
だ
か
ら
、

こ
う
し
た
環
境
を
さ
ら
に
大

き
く
し
た
い
」
と
、
映
画
塾

を
実
行
委
員
会
形
式
か
ら
団

体
に
衣
替
え
す
る
趣
旨
を
説

明
し
た
。

　
続
い
て
議
長
に
種
橋
美
樹

さ
ん
と
、
高
橋
美
香
さ
ん
を

選
出
。
準
備
委
側
か
ら
規
約

案
が
提
案
さ
れ
、
拍
手
で
承

認
さ
れ
た
。
「
講
座
・
に
い

が
た
映
画
塾
の
開
催
」
な
ど

の
七
つ
の
事
業
計
画
案
、
六

十
二
万
五
千
円
の
九
九
年
度

予
算
（
九
八
年
十
一
月
―
九

九
年
十
月
末
）
も
、
と
も
に

全
会
一
致
で
成
立
し
た
。

　
到
着
し
た
矢
部
代
表
は
あ

い
さ
つ
で
「
『
に
い
が
た
映

画
塾
』
を
利
用
し
て
も
ら
う

中
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
劇
場

用
映
画
と
ま
っ
た
く
違
う

形
、
新
し
い
映
画
が
必
ず
出

て
く
る
と
信
じ
て
い
る
」

と
、
将
来
の
劇
場
公
開
用
映

画
制
作
を
に
ら
ん
だ
発
言
が

あ
っ
た
。

　
役
員
へ
の
質
疑
で
は
、
会

員
か
ら
「
昨
年
の
月
イ
チ
映

画
塾
の
よ
う
な
単
発
の
勉
強

会
を
開
い
て
も
ら
え
な
い

か
」
と
い
う
意
見
が
出
た
。

こ
れ
に
対
し
矢
部
代
表
は

「
ま
ず
は
年
間
の
予
算
が

あ
っ
て
（
運
営
を
）
進
め
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
予
算
内

で
や
っ
て
い
け
る
か
考
え
た

い
」
と
答
え
た
。
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市民団体｢映画塾｣  総会で承認

映画制作の環境つくろう

代
表

矢
部

事
務
局
長

五
十
嵐

劇
場
公
開
作
品
も
視
野

　
「
に
い
が
た
映
画
塾
」
は
十
一
月
一
日
、
市
民
団
体
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。
十
月
二
十
五
日
に
開
か
れ
た
設
立
総
会
で
は
、
実
行
委
員
会
形
式
か
ら
団
体
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
を
会
員
か
ら
正
式
に
承
認
さ
れ
、
代
表
・
矢
部
孝
男
、
事
務
局
長
に
五
十
嵐
政

人
ら
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。
矢
部
代
表
は
「
自
分
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
の
た
め
に
、
こ
の

塾
を
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
会
員
は
、
こ
れ
ま
で
の
講
座
卒
業
生
と

ス
タ
ッ
フ
、
講
師
、
新
規
会
員
で
構
成
。
発
足
時
の
会
員
数
は
約
百
五
十
人
を
突
破
し
た
。

約40人が集まり、市民団体としての映画塾設

立を決めた総会＝10月25日、新潟市万代市民

会館

　
総
会
で
は
規
約
に
基
づ
き

九
九
年
度
役
員
七
人
を
選
ん

だ
。
名
前
は
以
下
の
通
り
。

代
　
表
　
　
矢
部
孝
男

副
代
表
　
　
笹
崎
隆

　
　
　
　
　
星
龍
雄

事
務
局
長
　
五
十
嵐
政
人

会
　
　
計
　
長
谷
川
幸
枝

会
計
監
査
　
福
島
春
夫

　
　
　
　
　
堀
浩

副
代
表
は
笹
崎
、
星

　
設
立
総
会
で
は
、
七
月
二

十
六
日
終
了
し
た
「
第
三
期

に
い
が
た
映
画
塾
」
の
本
撮

影
作
品
三
本
も
初
め
て
お
披

露
目
さ
れ
た
。
作
品
完
成

で
、
第
三
期
講
座
は
す
べ
て

の
予
定
を
終
了
し
た
。

　
第
三
期
作
品
は
「
Ｌ
ａ
ｓ

ｔ
　
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
　
Ｌ
ｅ
ｔ
ｔ

ｅ
ｒ
」
（
真
保
巌
監
督
）
、

「
み
つ
」
（
田
巻
源
太
監

督
）
、
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
」
（
南

由
佳
子
監
督
）
の
三
本
。
第

三
期
最
終
日
の
ラ
ッ
シ
ュ
上

映
後
、
各
組
の
ス
タ
ッ
フ
は

八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
編

集
、
録
音
な
ど
を
続
け
て
い

た
。
　
一
期
、
二
期
の
よ
う
な
上

映
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ

て
音
楽
な
ど
を
流
す
方
式
と

違
い
、
三
期
作
品
は
フ
ィ
ル

ム
に
音
声
ト
ラ
ッ
ク
が
あ
る

初
の
「
ト
ー
キ
ー
」
。
こ
の

た
め
、
会
員
は
登
場
人
物
が

セ
リ
フ
を
し
ゃ
べ
る
姿
に
衝

撃
と
、
新
鮮
な
驚
き
を
見
せ

て
い
た
。

第
３
期
作
品
を
初
上
映
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だ
さ
い
ま
し
た
。

　
プ
ロ
の
映
画
人
の
実
践
的

で
、
親
身
な
指
導
を
受
け
た

卒
業
生
た
ち
は
、
八
ミ
リ
や

ビ
デ
オ
な
ど
の
身
近
な
手
段

を
用
い
て
、

映
画
塾
で
出

会
っ
た
仲
間

た
ち
と
自
分

の
作
品
を
つ

く
り
始
め
ま

し
た
。

　
映
画
づ
く
り
の
輪
が
、
新

潟
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
彼
ら
、
彼
女
ら
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
環
境
を
整
え

　
「
に
い
が
た
映
画
塾
」
は

一
九
九
七
年
一
月
十
二
日
、

第
一
期
講
座
を
開
設
し
ま
し

た
。
以
来
三
期
ま
で
の
二
年

間
で
百
三
十
人
が
受
講
し
ま

し
た
。

　
新
潟
で
映
画
「
白
痴
」
が

制
作
さ
れ
た
の
を
機
に
、
地

元
で
映
画
の
つ
く
り
方
を
学

ぼ
う
と
、
古
澤
敏
文
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
、
手
塚
眞
監
督

ら
に
協
力
を
仰
い
だ
の
が
設

立
の
契
機
で
し
た
。
「
白

痴
」
ス
タ
ッ
フ
各
氏
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
多
く

の
映
画
人
が
新
潟
に
来
て
く

る
こ
と
が
「
に
い
が
た
映
画

塾
」
の
次
の
使
命
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
講
座
を
開
く

た
め
だ
け
の
単
発
的
な
集
ま

り
か
ら
、
市
民
団
体
と
し
て

衣
替
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
講
座
卒
業
生
だ
け
で

な
く
、
個
人
的
に
映
画
（
映

像
）
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る

方
、
手
伝
い
た
い
方
、
イ
ベ

ン
ト
を
や
り
た
い
方
、
見
た

い
方
。
映
画
塾
は
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

　
講
座
も
継
続
し
ま
す
。
機

材
も
貸
し
出
し
ま
す
。
上
映

会
も
開
き
ま

す
。
「
映
画
・

映
像
」
に
関
す

る
こ
と
な
ら
会

員
が
自
由
に
ア

イ
デ
ア
を
出
し

て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
会
員
同
士
、
観
客
、
プ
ロ

の
映
画
人
、
ほ
か
の
地
域
で

同
じ
よ
う
な
志
を
持
つ
人
、

ま
っ
た
く
違
う
分
野
の
人
…

あ
ら
ゆ
る
人
が
何
層
に
も
わ

た
っ
て
交
流
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
い
ず
れ
は
プ
ロ

も
参
加
し
て
地
方
か
ら
世
界

に
発
信
す
る
、
新
し
い
日
本

映
画
が
生
ま
れ
て
く
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　
映
画
塾
は
団
体
名
に
と
ど

ま
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
新
し

い
地
域
文
化
を
つ
く
る
「
運

動
」
で
す
。

　
「
に
い
が
た
映
画
塾
」
を

応
援
、
そ
し
て
ご
参
加
下
さ

い
。

　
映
画
塾
は
常
時
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
資
格
・
経

験
は
問
い
ま
せ
ん
。
入
会
す

る
と
、
こ
ん
な
特
典
が
あ
り

ま
す
。

　
①
映
画
塾
通
信
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
②
映
画
機
材
を
低

額
で
借
用
で
き
ま
す
③
映
画

塾
事
務
所
を
利
用
で
き
ま
す

④
映
画
制
作
の
相
談
を
受
け

ら
れ
ま
す

　
会
費
、
申
込
先
は
第
二
号

裏
面
を
ご
覧
下
さ
い
。

にいがた映画塾規約

（名　称）第1条　本塾は、「にいがた映画塾」と称する。

（所在地）第2条　本塾は、事務所を新潟市花園2－3－2飛鳥ビルに

置く。

（目　的）第3条　本塾は、新潟で映画づくりを学ぶことを目的とす

る。

（事　業）第4条　本塾は、次の事業を行う。

　1.「にいがた映画塾」を定期的に開催すること。

　2.映画づくりの情報と機材を収集すること。

　3.映画づくりを支援し、協力すること。

　4.映画づくりの交流を促進すること。

　5.その他目的達成に必要なこと。

（会　員）第5条　本塾の会員は、目的に賛同する人と「にいがた映

画塾」卒業生とする。

（名誉会員）第6条　本塾に名誉会員をおくことができる。

（役　員）第7条　本塾に次の役員を置く。任期は1年とし、再任を妨

げない。

　1.代表1名

　2.副代表2名

　3.事務局長1名

　4.会計1名

　5.会計監査2名

（事務局）第8条　本塾を運営するために、事務局を置く。事務局は

役員及び会員有志から構成される。

（会　議）第9条　本塾の会議は、総会、定例会とする。総会は年1回

開き、最高決定機関とし、定例会は定期的に開く。

（会　計）第10条　本塾の経費は、会費、助成金、寄付金、事業に伴

う収入、その他の収入をもって充てる。

（変　更）第11条　この規約の変更は、総会の議決による。

（その他）第12条　この規約に定めるもののほか、必要な事項は別に

定める。

　附　則　この規約は、1998年11月1日から施行する。

99年度事業計画

1.にいがた映画塾の開催　2.映画塾新聞の発行

3.機材の維持管理　　　　4.上映会の開催

5.ライブラリーの整備　　6.交流の促進

7.その他

に
い
が
た
映
画
塾
代
表

矢
部
孝
男

映
画
塾
が
目
指
す
も
の

　
「
に
い
が
た
映
画
塾
」

は
市
民
団
体
化
に
伴
い
、

「
Ｎ
Ｇ
（
に
い
が
た
映
画

塾
通
信
）
」
を
発
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
Ｎ
Ｇ
」
と
は
映

画
撮
影
で
「
ダ

メ
！
」
と
い
う
意

味
。
常
に
現
状
に

満
足
せ
ず
、
進
ん

で
い
こ
う
と
い
う

逆
説
的
な
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
こ
の
通
信
は
会

員
の
相
互
交
流
を

深
め
る
会
報
で
あ
る
と
同

時
に
、
広
報
紙
の
役
目
を

担
っ
て
い
ま
す
。
常
に
外

に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
情

報
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
。
　
今
季
は
情
報
満
載
な
た

め
、
３
号
立
て
続
け
に
発

行
と
い
う
ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ｅ
ま

が
い
の
こ
と
を
や
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
冬
号
は
二
月
中

旬

発

行

予

定

で

す
。
　
ま
た
、
い
ち
早

く
情
報
を
知
り
た

い
方
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下

さ

い

。

「

広

報

部
」
で
は
編
集
ス

タ
ッ
フ
も
募
集
中
で
す
。

詳
し
く
は
星
ま
で
。

映
画
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

映画塾季刊紙
創刊しました


